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あなたの声を議会に！
　　山梨県西桂町

電話 0555-25-2123、FAX 0555-20-2015、Ｅメール    gikai@town.nishikatsura.yamanashi.jp まで
インターネットでも議会内容が閲覧できます。http://www.town.nishikatsura.yamanashi.jp
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　令和６年西桂町議会３月定例会は、２月２９日から３月１４日までの１５日間にわたっ
て開催しました。
　町長より令和６年度当初予算７件をはじめ、補正予算７件、条例 18 件、議決議案６件、
人事案件１件など３９件が提案され、すべての議案が原案のとおり可決・同意されました。

　　　令和６年３月定例会

２月29日〜３月14日まで
        （15日間）

会   期

　令和６年度西桂町一般会計当初予算は、総
額 2,615,411 千円であり、前年度当初予算と
比較して 1,031,547 千円の減額、率にして
28.3％減となっており、役場新庁舎建設事業
の完了により縮小予算となりました。
　歳入において、町税では、引き続き厳しい
状況でありますが 414,846 千円を計上、前年
度比 9,937 千円、率にして 2.3％の減額となっ
ております。地方特例交付金につきましては、
32,024 千円、前年度比 29,658 千円と大幅な
増加となっております。これは定額減税によ
り減収となる町税に対して、国からの補填金
として交付されるものです。
地方交付税においては 1,178,000 千円を見込
んでおります。分担金及び負担金は 30,606 千
円を見込んでおります。
　町債においては役場新庁舎建設事業の完了
により 58,737 千円で前年度比 775,277 千円
の減額となります。また、臨時財政対策債3,737
千円、公営住宅建設事業債 55,000 千円の借り
入れにとどめ、健全な財政運営に資する歳入
予算となっております。
　「ふるさと応援寄附金」は、昨年度と同額の
80,000 千円を計上。寄附額は年々増加傾向に
あり積極的に取組んでおります。
　歳出において、ソフト面は従来の施策の継
続に加え、西桂町の総合的かつ計画的な町政
運営を図るため、西桂町第６次総合計画後期
基本計画策定及び総合戦略・人口ビジョンを
策定いたします。これまでのまちづくりの経
過と現状を踏まえ、町の将来像の実現に向け
て策定していただきますようお願いいたします。
　高齢者福祉につきましては、発症者が増加

しております帯状疱疹を予防し町民の負担を
軽減するため、令和６年度より 50 歳以上の方
を対象に帯状疱疹ワクチン予防接種費用を一
部助成する事業を追加いたしました。また移
動支援事業は一人暮らしの高齢者等交通弱者
の皆様が安心して暮らしていくための事業と
して、積極的に取り組まれております。
　児童福祉の施策としての「第３期子ども・
子育て支援事業計画」の策定におきましては、
さらなる子ども・子育て支援の充実をお願い
いたします。
　また教育環境におきましては、学校と地域
が一体となって学校運営の改善や児童生徒の
健全育成に取り組む「学校運営協議会」を設
置する他、子どもたちの豊かな学びを支援す
る ICT 教育の充実を図っております。他市町
村に先駆けて、電子黒板やデジタル教科書の
導入など学校教育の充実に向けた山崎町長の
意気込みが感じられる予算となっております。
ハード面におきましては、町営住宅改修、桂
川橋補修工事、県道富士吉田西桂線工事に係
る水道管移設工事により住環境の整備を図っ
ております。
　山崎町長におかれましては今定例町議会の
所信で述べられたとおり、「西桂町第６次総合
計画」に取り組んでいただき、地域と行政が
連携し、町民主体のまちづくり実現に向けて、
町長及び執行部の更なるご活躍を期待いたし
ます。また、町民福祉向上のため、なお一層
の努力をお願いいたしまして、令和６年度一
般会計予算についての私の賛成討論といたし
ます。

   令和６年度一般会計予算に対する賛成討論 菅谷　順  議員賛  成
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   令和６年度一般会計予算に対する反対討論

議　　案　　名

西桂町一般会計予算 可決 ６ ３ 〇 〇 × 〇 × 〇 － 〇 × 〇

西桂町国民健康保険特別会計予算 可決 ９ ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇

西桂町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ９ ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇

西桂町介護保険特別会計予算 可決 ９ ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇

西桂町介護予防支援事業特別会計予算 可決 ９ ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇

西桂町簡易水道事業会計予算 可決 ９ ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇

西桂町下水道事業会計予算 可決 ９ ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇

令和６年度当初予算に対する本会議議決結果
議
決
結
果
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幸
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※酒井基和議長は議事進行を行うため採決に加わりませんが、賛否同数の場合のみ議長も賛否を表明します。

中村常実  議員反  対

　山崎町長のこれまでの行政運営は自分の主
張を振りかざし、職員を振り回し「自分の公約」
実現のためだけに町の財政に大きな負担を残
しました。三ツ峠の里山整備事業、駅前再開
発事業と財源を考えずに無い袖を無理に振ろう
としています。
　新庁舎建設に当たっては、現庁舎は築 50年、
「耐震性が無い」ことでサロンを壊し建設を決
め、完成引き渡し直前という段階にきて、現
庁舎は「予算が無いから解体をしない、解体
は先送りする。映画の撮影に貸して収益を上
げてから壊す。」など、新庁舎建設時の検討内
容のいい加減さを露呈しています。解体を先
送りすれば維持管理費がかかるというのは、
当時の企画財政課長の発言です。先延ばしで
解体費用が安くなるという保証はありません。
その場しのぎの発言が多いと思います。解体
先送りとは、後世に先送りすることです。
　26 億 1,500 万円の令和６年度予算に解体費
用を積算し、追加計上し、新庁舎建設プロジェ
クトを完結させるべきです。
　次に、三つ峠の駅舎のリノベーション事業
についてです。我々に配布された青写真では
内装工事に 2,000 万円もかけ飲食もできるコ
ミュニティー空間を設ける内容でしたが、６
年度予算案に盛り込まれた内容では、５月の
オープニングイベント時には給排水設備もな
く、「トイレは駅の物を借りてください」また
運営ボランティア団体も未定という驚くべき

内容が発覚しました。行政が行う仕事として
は考えられない低いレベルです。「箱モノを造
ることしか興味がない」という悪い事例です。
　「町の活性化は箱モノを造ることだ。」と言っ
ています。町民の多くが心配している事と真
反対の驚くべき発言をしています。
　今回の一般会計予算案の審議終盤に「この
予算を否決すれば、自分に対する不信任案と
認め、議会を解散します。」という本気ともと
れる脅しの発言もあり、西桂町の長として信
じ難い言葉であります。
　先の 12 月定例議会では、三ツ峠登山道の「さ
くら公園及び憩いの森公園の公衆トイレ建設
事業費 6,830 万円」削減の修正案に対し町長
から「再議」がかけられ、修正案は葬られま
した。この一件で、山崎町長に対しての修正
案の無意味さを私は、大いに学んだので全面
否決をすることにしました。この予算案を無
責任にも可決し町長に思いどおりの自由な裁
量を許すことは、今やできません。
　町長の意のままにさせないために本予算案
に対し反対します。
　最後になりますが、昨年私がこの本会議で
述べたことを繰り返します。「町政は町長の思
い込みでやってはいけないと思います。身近
なところでは役場職員、少し離れて議会、町
民と合意して事業を行っていくことが大切な
ことだと考えます。」
　これで私の反対討論を終わります。　
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対
し
て
管
理
委
託
の
意
向
の

あ
っ
た
林
地
を
調
査
し
、「
経
営
管
理

権
集
積
計
画
」
を
作
成
し
山
林
の
保
全

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

   

道
路
交
通
網
・

   

公
共
交
通
体
系
の
確
立

　

町
で
は
、
公
共
交
通
の
脆
弱
さ
を
解

消
す
る
た
め
、
令
和
４
年
度
よ
り
町
が

雇
用
し
た
運
転
手
に
よ
り
、
町
の
公
用

車
を
利
用
し
、
無
料
に
よ
る
町
独
自
の

移
動
支
援
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
施

行
か
ら
２
年
が
経
過
し
様
々
な
課
題
が

見
え
て
き
た
中
で
、
持
続
可
能
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
念
頭
に
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
の
方
等
の
交
通
弱
者
の
皆
様
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
今
後
も
引
き
続
き
支
援

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

   

地
域
の
安
全
強
化

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
は
す
べ
て
の
町
民
の
願
い
で
あ
り
ま

す
が
、
社
会
変
化
と
と
も
に
事
件
や
事

故
が
複
雑
・
多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。

犯
罪
の
認
知
件
数
は
県
内
他
市
町
村
と

比
べ
て
少
な
い
も
の
の
、
社
会
の
安
全

性
に
対
す
る
不
安
は
高
ま
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
交
通
事
故
発
生
件
数
は
大
き

な
増
減
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
本
年
２

月
に
達
成
し
た
町
内
に
お
け
る
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
連
続
２
１
０
０
日
達
成
に

対
し
ま
し
て
、
山
梨
県
警
察
本
部
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

も
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
継
続
中
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
日
頃
か
ら
町
民
の
皆
様
が

交
通
安
全
に
気
を
つ
け
、
交
通
ル
ー
ル

を
遵
守
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
記
録
で

す
。
町
に
お
い
て
も
引
き
続
き
各
種
団

体
等
と
連
携
し
、
交
通
安
全
意
識
の
高

揚
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

   

地
域
防
災
の
推
進

 　

元
旦
と
い
う
１
年
で
も
特
別
な
日

に
突
如
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
は
、

我
々
に
と
っ
て
も
非
常
に
衝
撃
的
な
も

の
で
あ
り
ま
し
た
。
自
然
災
害
が
毎
年

の
よ
う
に
発
生
し
て
い
る
日
本
に
お
い

て
、
今
回
の
地
震
の
よ
う
に
、
い
つ
ど

こ
で
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
く
予
想

で
き
な
い
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
改
め
て
日
頃
か

ら
、
地
域
に
お
け
る
防
災
力
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
は
な
い

か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
度
の
能
登
半
島
地
震
に
か
か
る

石
川
県
珠
洲
市
へ
の
応
援
職
員
派
遣
と

し
て
当
町
か
ら
も
２
月
中
に
１
名
の
職

員
を
７
日
間
の
日
程
で
派
遣
致
し
ま
し

た
。
派
遣
を
終
え
た
職
員
は
、
被
災
地

で
の
実
働
に
よ
る
支
援
体
験
を
通
し

て
、
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
と
同
時
に
、
現
状
に
お
い
て
当

町
で
備
え
て
い
る
備
蓄
品
等
の
内
容
の

見
直
し
が
必
要
で
あ
る
こ
と
や
充
分
な

備
蓄
体
制
が
必
要
で
あ
る
こ
と
へ
提
言

す
る
な
ど
、
町
の
防
災
力
の
向
上
の
た

め
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
被
災
地
の
復
興
に
向
け
た
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

   

農
林
業
の
振
興

 　

西
桂
町
の
農
業
の
特
徴
と
し
て
、
農

家
一
戸
あ
た
り
の
耕
地
面
積
が
少
な

く
、
自
家
消
費
の
た
め
の
兼
業
農
家
と

し
て
水
稲
や
露
地
野
菜
等
の
栽
培
を
主

体
と
す
る
農
業
生
産
が
展
開
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

近
年
は
、
都
市
化
の
進
展
に
伴
う
農

家
の
減
少
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
の
不
足
に
よ
る
遊
休
農
地
の
増

加
及
び
鳥
獣
被
害
等
、
農
業
を
と
り
ま

く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
現
状

で
す
。

　

現
在
、
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
猟
友
会
と
連
携
し
、
生
息
頭
数

調
整
を
考
慮
し
た
管
理
捕
獲
に
よ
る
有

害
鳥
獣
駆
除
、
人
家
付
近
に
出
没
し
た



－ 6－

サ
ル
を
追
い
払
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
サ
ル
追
い
隊
、
農
業
者
が
実
施
す
る

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
施
設
等
の
設
置
に

要
す
る
経
費
へ
の
補
助
事
業
な
ど
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
の
担
い

手
で
あ
る
狩
猟
免
許
保
持
者
確
保
の
た

め
、
令
和
６
年
度
よ
り
新
た
に
狩
猟
免

許
及
び
鉄
砲
所
持
の
許
可
を
取
得
す
る

方
に
補
助
金
を
交
付
で
き
る
よ
う
要
綱

を
定
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
よ
り
下
暮
地
尾

尻
地
区
か
ら
柿
園
郷
土
地
区
に
か
け

て
、
農
地
の
保
全
を
目
的
に
県
単
鳥
獣

害
防
除
事
業
に
よ
り
、
電
気
柵
の
設
置

を
年
次
計
画
で
延
伸
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
令
和
４
年
度
を

も
ち
ま
し
て
設
置
工
事
は
終
了
し
、
有

害
鳥
獣
の
被
害
が
減
っ
た
こ
と
を
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
り
確
認
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
令
和
５
年
度
は
着
雪
に
よ

る
倒
木
に
よ
り
一
部
区
間
に
お
い
て
電

気
柵
が
損
壊
す
る
事
例
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。
応
急
的
な
処
置
は
し
て
お
り
ま
す

が
、
本
格
的
な
修
繕
は
令
和
６
年
度
に

行
い
ま
す
。
今
後
も
適
正
な
維
持
管
理

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

   

商
工
業
の
振
興

　

令
和
５
年
度
５
月
８
日
よ
り
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
５
類
感
染
症

へ
と
移
行
さ
れ
ま
し
た
、
そ
の
後
円
安

に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
増
加

等
明
る
い
話
題
が
あ
り
ま
す
が
、
依
然

と
し
て
商
工
業
全
体
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
国
や
県
と
の
連
携
及
び
、

西
桂
町
商
工
会
・
西
桂
織
物
工
業
協
同

組
合
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
創
業
支

援
事
業
や
販
路
開
拓
支
援
の
継
続
、
雇

用
の
創
出
拡
大
の
た
め
の
企
業
支
援
な

ど
、
各
種
支
援
制
度
の
取
り
組
み
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、N

ESIC

陸
上
養
殖
株
式
会
社

に
よ
る
「
閉
鎖
循
環
式
陸
上
養
殖
場
」

が
８
月
に
試
験
育
成
を
し
た
サ
ー
モ
ン

を
初
出
荷
し
、
銀
座
三
越
に
商
品
が
並

ん
だ
と
聞
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
変

に
上
質
な
魚
が
育
成
出
来
て
い
る
証
で

あ
り
ま
す
。
今
月
よ
り
本
格
的
な
出
荷

が
始
ま
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
町
と
し
て
は
三
ツ
峠
グ
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
こ
の
サ
ー
モ

ン
を
使
っ
た
料
理
を
提
供
で
き
る
よ
う

調
整
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
町
の
目
玉
返
礼
商
品

の
ひ
と
つ
と
し
て
登
録
で
き
る
よ
う
調

整
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

   

観
光
の
振
興

　

現
在
郡
内
の
観
光
業
界
に
お
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
客
の
急
激
な
増
加
が
明
る
い
兆
し

と
な
っ
て
い
る
一
方
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
問
題
も
上
が
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
観
光
ニ
ー
ズ
も
多
様

化
し
、
観
光
振
興
の
あ
り
方
自
体
も
変

化
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
よ
り
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
が
静
岡
ビ
ル

保
善
株
式
会
社
よ
り
労
働
者
協
同
組
合

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
・
セ
ン
タ
ー
事
業

団
に
変
わ
り
ま
す
。
労
働
者
協
同
組
合

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
・
セ
ン
タ
ー
事
業

団
に
お
き
ま
し
て
は
、
先
述
し
た
サ
ー

モ
ン
を
軸
に
食
べ
物
の
質
を
上
げ
て
も

ら
い
な
が
ら
、
観
光
客
の
取
り
込
み
を

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

   

保
健
・
医
療
の
充
実

　

疾
病
の
予
防
や
早
期
発
見
・
早
期
治

療
に
よ
る
医
療
費
の
抑
制
を
図
る
た

め
、
引
き
続
き
特
定
健
診
の
受
診
率
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
令
和
６
年

度
か
ら
は
特
定
健
診
が
年
中
行
事
の
一

つ
と
な
る
よ
う
健
診
に
行
き
た
い
と
思

う
よ
う
な
環
境
づ
く
り
の
施
策
の
一
環

と
し
て
、
健
診
後
に
抽
選
会
を
実
施
す

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。
対
象
と
な
る
町
民
皆
様
に
は
年

１
回
、
が
ん
ば
る
体
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

機
会
と
と
ら
え
て
い
た
だ
き
、
積
極
的

な
受
診
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

感
染
症
対
策
と
し
ま
し
て
は
、
昨
年

９
月
20
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
秋
開
始
接
種
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
１
月
末
時
点
で
期
間
中
に

６
８
６
人
の
接
種
が
あ
り
ま
し
た
。
令

和
６
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
定
期
予
防
接
種

と
し
て
被
接
種
者
に
費
用
を
負
担
し
て

い
た
だ
く
中
で
実
施
し
て
い
く
と
国
か

ら
方
針
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
町

と
し
ま
し
て
は
被
接
種
者
に
過
度
に
負

担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
接
種
費
用
に

対
す
る
助
成
を
行
う
準
備
を
進
め
て
お

リニューアルされた三ツ峠グリーンセンター
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山 崎 町 長   所 信 表 明

て
、
保
護
者
の
就
労
支
援
・
子
育
て
支

援
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

   

高
齢
者
・
障
が
い
者

　 

　 

福
祉
の
充
実

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立

し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
医
療
、
介
護
、
介
護
予
防
、
住

ま
い
、
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ

れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら

な
る
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
本
年
度

策
定
い
た
し
ま
す
第
９
期
西
桂
町
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業

計
画
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す
「
地
域

で
さ
さ
え
あ
い
、
い
き
い
き
と
い
つ
ま

で
も
自
分
ら
し
く
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」
に
基
づ
き
、
取
り
組
む
べ

き
施
策
の
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
策
定
の
第
４
次
障
害
者
計

画
・
第
７
期
障
害
福
祉
計
画
・
第
３
期

障
害
児
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
障
が
い

者
が
個
人
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い
日
常

生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
障
が
い
者
総
合
支
援
法
に
よ

る
各
種
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供

や
、
重
度
心
身
障
が
い
者
へ
の
医
療
費

の
助
成
な
ど
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

一
体
と
な
っ
て
学
校
運
営
の
改
善
や
児

童
生
徒
の
健
全
育
成
に
取
り
組
む
こ
と

と
い
た
し
ま
す
。

   

行
財
政
運
営
の
充
実

　

令
和
４
年
11
月
よ
り
建
設
工
事
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
役
場
新
庁
舎
建
設

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
５
月
の
開
庁

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
11
日
に
、
新
庁
舎
の
竣

工
式
典
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、
三

つ
峠
駅
舎
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

と
同
時
期
と
な
る
こ
と
か
ら
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
い
て
も
計

画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
高
齢
の
方
の
発
症
率
の
高

い
帯
状
疱
疹
に
つ
き
ま
し
て
、
50
歳
以

上
の
方
は
任
意
で
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
帯
状
疱
疹
発
症

後
の
合
併
症
に
よ
る
長
期
疾
病
リ
ス
ク

を
低
減
さ
せ
る
た
め
、
本
年
度
よ
り
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
さ
れ

る
方
に
対
し
て
そ
の
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
事
業
を
新
た
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

   

子
育
て
支
援
の
推
進

　

児
童
福
祉
の
施
策
と
し
て
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、「
第

３
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

策
定
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
令
和
５
年

度
に
、
対
象
町
民
の
皆
様
の
妊
娠
出
産

期
か
ら
小
学
生
ま
で
の
子
育
て
支
援
な

ど
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
調

査
結
果
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
に
計

画
策
定
の
た
め
の
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
に
諮
り
、
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
就
労
状
況
等

に
よ
り
、
受
け
入
れ
児
童
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
児
童
の
受
入
体
制
の
強

化
を
図
り
、
児
童
が
安
心
し
て
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
様
々
な
活
動
を
通
し

   

地
域
福
祉
の
充
実

　

新
庁
舎
の
竣
工
を
機
に
、
福
祉
保
健

課
及
び
子
育
て
支
援
課
を
新
庁
舎
へ
移

転
さ
せ
、
福
祉
業
務
の
窓
口
を
一
本
化

し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
推
進

し
ま
す
。
福
祉
及
び
保
健
活
動
の
拠
点

で
あ
る
い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
、
西
桂
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
そ
の

管
理
を
委
託
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
、
１
階
居
宅
介
護
事
業
施
設
に
つ
い

て
は
居
宅
介
護
事
業
所
に
運
営
を
委
託

し
、
施
設
の
有
効
活
用
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

   

学
校
教
育
の
推
進

　
「
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
強
化
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
家
庭
や
地
域
と
の
連

携
を
深
め
魅
力
あ
る
教
育
活
動
の
推
進

に
努
め
ま
す
。
令
和
６
年
度
か
ら
は
、

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
「
学
校
運
営
協
議

会
」
を
設
置
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

保
護
者
や
地
域
住
民
等
が
一
定
の
権
限

と
責
任
を
持
っ
て
学
校
運
営
に
参
画
す

る
仕
組
み
で
あ
り
学
校
等
に
必
要
な
支

援
に
関
し
協
議
を
行
う
組
織
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
学
校
運
営
協
議
会
に
よ
り
開
か

れ
た
教
育
課
程
の
も
と
学
校
と
地
域
が

完成した役場新庁舎の受付窓口
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歳出
総務費

5億3027万円
20.3％

民生費
7億38万円
26.8％

その他
501万円
0.2％

26億1541万円

農林水産業費
4824万円
1.8％

土木費
3億9984万円
15.3％

教育費
2億5853万円
9.9％

公債費
1億8644万円
7.1%

衛生費
2億3604万円
9.0％

消防費
1億8154万円
6.9%

議会費
3517万円
1.4％

商工費
3395万円
1.3％

地方交付税
11億7800万円
45.0％

国庫支出金
2億3571万円
9.0%

その他
1億2404万円
4.7%

繰入金
2億9408万円
11.2%

各種交付金
1億1971万円
4.6%

使用料及び
手数料
3338万円
1.3%

町税
4億1484万円
15.9%

歳入
26億1541万円

県支出金
1億1143万円
4.3%

町債
5874万円
2.2%

分担金及び
負担金
3061万円
1.2%

地方譲与税
1487万円
0.6%

■基金（貯金）残高８億450万円〔約20万円〕
■地方債（借金）残高
　普通債　17億9,007万円〔約45万円〕
　臨時財政対策債等　８億1,310万円

※ 上記の割合は対前年度増減率です。（主要な経費の未記載）

※ 左記の額は一般会計令和５年度末見込みです。

※〔 　〕内はR6年4月1日現在人口3,954人で割った一人当たり額

※ 臨時財政対策債は、地方交付税で100％財源が措置される地方債です 。

令和6年度 西桂町一般会計当初予算令和6年度 西桂町一般会計当初予算

一般会計当初予算の科目別対前年度比増減表

科　　目 令和6年度 令和5年度 増減額
民　生　費 70,038 64,877 3,287
総　務　費 53,027 164,366 △ 111,339
土　木　費 39,985 36,132 3,853
教　育　費 25,853 22,565 3,288
衛　生　費 23,604 28,837 △ 3,359
その他経費 49,034 47,919 1,115

合　　計 261,541 364,696 △ 103,155

（単位：万円）歳出
科　　目 令和6年度 令和5年度 増減額

地方交付税 117,800 117,800 0
町　　　税 41,485 42,478 △ 993
繰　入　金 29,408 57,916 △ 28,508
国庫支出金 23,571 22,050 1,521
県 支 出 金 11,143 10,995 148
その他経費 38,134 113,457 △ 75,323

合　　計 261,541 364,696 △ 103,155

（単位：万円）歳入

● 桂川橋補修工事（国補助事業：防災・安全社会資本整備総合交付金） …………… 3630 万円
　  　概要：西桂小学校から倉見地区へ抜ける桂川に架かる橋　L ＝ 27.0 ｍ
● 町営住宅水回り改修工事（国補助事業：社会資本総合交付金） ………………… 10000 万円
　  　概要：浅間団地１号棟８戸、月夜ノ平団地 1 号棟８戸
　  　　　　風呂・台所・洗面所の改修
● 県道富士吉田西桂線工事に伴う水道管移設工事（県負担金）  ……………………… 3418 万円
　  　概要：旧高区配水池付近の県道との接道　L ＝ 234.3 ｍ
● 下水道管渠布設工事（国補事業：社会資本総合整備交付金） ……………………… 3869 万円
　  　概要：居酒屋とおげ前～役場裏交差点　L ＝ 236.5 ｍ
　  　　　　町民グラウンド東側住宅地付近　L ＝ 111.5 ｍ

一般会計の主要事業及び主な新規事業
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（
主
な
委
員
質
疑
）

  

特
産
品
・
ふ
る
さ
と
納
税

  

返
礼
品
開
発

小
林
員
長　
山
梨
県
特
産
品
開
発
市
町

村
支
援
事
業
費
補
助
金
が
、
６
年
度
か

ら
新
た
に
50
万
円
計
上
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
補
助
金
の
趣
旨
を
説
明
し
て
く
だ

さ
い
。

佐
藤
総
務
課
長　
こ
の
県
補
助
金
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
開
発
に
か
か

る
経
費
へ
の
補
助
金
で
す
。

藤
江
委
員　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
は

年
々
実
績
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ふ
る

さ
と
納
税
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は

魅
力
あ
る
返
礼
品
が
必
要
か
と
思
い
ま

す
が
、
新
た
に
追
加
さ
れ
る
返
礼
品
が

あ
り
ま
し
た
ら
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

川
村
総
務
課
主
任　
町
の
魅
力
あ
る
返

礼
品
と
し
ま
し
て
、
地
場
産
品
で
は
ネ

ク
タ
イ
、
ス
ト
ー
ル
、
傘
な
ど
の
織
物

製
品
や
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
主
要

返
礼
品
と
し
て
出
て
い
ま
す
。新
た
に
、

ネ
ッ
ク
レ
ス
や
ピ
ア
ス
、
指
輪
な
ど
の

ジ
ュ
エ
リ
ー
に
関
す
る
製
品
が
、
総
務

省
の
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
附

単
価
が
非
常
に
高
い
の
で
、
こ
の
返
礼

品
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
拍
車
が

か
か
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

  

災
害
用
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー

  

の
導
入

瀧
口
委
員　
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
を
全

国
の
自
治
体
で
１
台
常
備
す
れ
ば
、
大

規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
被
災
地

に
駆
け
つ
け
、
被
災
地
の
ト
イ
レ
不
足

を
軽
減
で
き
る
と
の
報
道
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
町
で
導
入
す
る
考
え
は
あ
り
ま

す
か
。

山
崎
町
長　
こ
の
事
業
は
災
害
派
遣
ト

イ
レ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

言
い
ま
し
て
、
全
国
約
１
７
４
０
の
自

治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
１
台
常
備
す
れ
ば
非

常
に
理
想
的
だ
と
い
う
情
報
は
承
知
し

て
お
り
ま
す
。

　

現
在
導
入
し
て
い
る
の
は
20
自
治
体

で
す
の
で
、
基
本
的
に
補
助
金
等
が
で

ま
す
の
で
、
調
査
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

獣
害
対
策
・
狩
猟
者
確
保
対
策

瀧
口
委
員　
民
家
の
庭
先
ま
で
シ
カ
が

出
没
し
、
家
庭
菜
園
を
荒
ら
し
て
い
る

状
況
で
す
。
住
民
が
安
心
し
て
生
活
が

で
き
る
よ
う
獣
害
対
策
を
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

前
田
建
設
産
業
課
長　
猟
友
会
の
皆
さ

ん
に
頑
張
っ
て
駆
除
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
駆
除
し
き
れ
て
い
な
い

こ
と
は
重
々
承
知
し
て
い
ま
す
。
知
恵

を
絞
っ
て
頑
張
っ
て
対
策
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

小
林
委
員　
新
規
狩
猟
者
確
保
対
策
補

助
金
の
関
係
で
す
が
、
狩
猟
に
は
大
き

く
分
け
て
わ
な
猟
と
銃
猟
が
あ
る
よ
う

で
す
。
一
人
が
両
方
の
免
許
を
持
っ
て
い

な
い
と
狩
猟
が
で
き
な
い
の
で
す
か
。

前
田
建
設
産
業
課
長　
罠
を
使
う
場
合

と
銃
を
使
う
場
合
の
免
許
に
な
り
ま
す

が
、
両
方
持
っ
て
い
れ
ば
害
獣
を
駆
除

や
捕
獲
を
し
や
す
く
な
り
ま
す
が
、
片

方
だ
け
で
も
活
動
は
可
能
で
す
。

山
崎
町
長　
猟
友
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー

は
高
齢
化
に
よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
町
お
こ
し
協
力
隊
の
大
石
隊
員
が

狩
猟
の
動
画
を
ア
ッ
プ
し
て
情
報
発
信

を
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
方
が
猟
友
会

に
入
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
ベ
ス
ト
で

す
。
免
許
等
取
得
に
関
し
て
は
補
助
金

が
あ
り
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆
さ
ん
か

ら
も
狩
猟
に
興
味
の
あ
る
方
に
声
掛
け

を
お
願
い
し
ま
す
。

役
場
現
庁
舎
の
取
り
壊
し
計
画

中
村
委
員　
柿
園
区
総
会
に
お
い
て
、

町
長
よ
り
駐
車
場
が
確
保
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
、
現
庁
舎
は
取
り
壊
さ

な
い
と
い
う
話
を
伺
い
ま
し
た
が
ど
う

い
う
理
由
で
す
か
。

山
崎
町
長　
現
庁
舎
は
取
り
壊
さ
な
い

の
で
は
な
く
、
先
送
り
を
す
る
と
い
う

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

駐
車
場
が
確
保
で
き
た
こ
と
、
物
価

高
騰
に
よ
る
影
響
で
解
体
費
用
が
高
騰

し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
活
用
方
法
を

考
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

  

障
が
い
者
雇
用
の
創
出

小
林
委
員　
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て

は
、
当
然
町
で
も
雇
用
を
受
け
入
れ
る

立
場
に
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
役
場
が

就
労
先
と
し
て
雇
用
し
て
い
な
い
の

は
、
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
総
務
課
長　
障
が
い
者
雇
用
に
つ

い
て
は
、
昨
年
ま
で
正
職
員
が
１
名
お

り
ま
し
た
が
、退
職
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

今
年
は
障
が
い
者
雇
用
者
が
い
な
い
状

態
で
す
。
新
庁
舎
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

な
り
ま
す
の
で
、
障
が
い
者
雇
用
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
林
委
員　
役
場
も
一
企
業
と
し
て
、

障
が
い
者
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
支
援
事
業
や
障
が

い
者
を
雇
用
し
た
際
に
国
か
ら
障
害
者

令
和
６
年
度
西
桂
町

一
般
会
計
予
算
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雇
用
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
な
ど
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
町
内
企
業
に
広
く

周
知
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
統
一
化

藤
江
委
員　
町
内
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
中
に
は
、
状
態
が
傷
ん
で
き
て
い

る
箇
所
が
多
々
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま

た
色
の
統
一
感
も
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う

少
し
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
見

直
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
景
観
に
配
慮
し
た
環
境
整
備
に
つ

い
て
お
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

小
山
税
務
住
民
課
長　

ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
管
理
は
、
各
地
区
の
組
単
位

で
設
置
、
管
理
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
管
理
状
況
や
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

規
格
が
様
々
と
な
っ
て
い
る
の
が
要
因

で
す
。

　

景
観
へ
の
配
慮
は
、
町
民
の
皆
様
に

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、
指
導
等
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
恒
久
的
な
環
境
整
備
の
推
進
と
、

ま
ち
の
美
化
を
維
持
す
る
た
め
、
努
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

酒
井
委
員　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
に
つ
い
て
説
明
を
お
願
い
し
ま

す
。

小
川
福
祉
保
健
課
長　
助
成
の
対
象
は

50
歳
以
上
の
町
民
の
方
で
す
。
対
象
の

ワ
ク
チ
ン
は
、
生
ワ
ク
チ
ン
と
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
の
２
種
類
あ
り
、
ど
ち
ら
か

希
望
す
る
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
生
ワ
ク
チ
ン
は
１
回
の

接
種
で
終
了
し
、
助
成
額
は
４
千
円
で

す
。
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
２
回
接
種
い

た
し
ま
す
。
助
成
額
は
１
回
１
万
円
で

２
回
ま
で
助
成
し
ま
す
。

　

接
種
費
用
は
医
療
機
関
ご
と
に
異
な

り
ま
す
が
、
接
種
費
用
か
ら
町
の
助
成

金
額
を
差
し
引
い
た
額
が
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

酒
井
委
員　
帯
状
疱
疹
は
発
症
後
の
合

併
症
に
よ
る
長
期
疾
病
リ
ス
ク
が
非
常

に
高
い
の
で
、
予
防
接
種
に
よ
り
リ
ス

ク
の
低
減
が
図
れ
る
た
め
、
町
民
に
周

知
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

  

三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

  

活
性
化
策

梅
原
委
員　
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
４

月
よ
り
指
定
管
理
者
が
変
更
に
な
り
ま

す
。
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
集
客
を
図

る
た
め
の
新
た
な
手
法
が
あ
り
ま
し
た

ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

前
田
建
設
産
業
課
長　
集
客
の
方
法
に

つ
い
て
は
、指
定
管
理
者
の「
ワ
ー
カ
ー

ズ
・
コ
ー
プ
」
と
協
議
し
て
お
り
ま
す
。

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
食
事
に
つ

き
ま
し
て
は
、
調
理
師
が
２
名
お
り
ま

す
の
で
、
ま
ず
は
料
理
か
ら
変
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

三
つ
峠
駅
の
活
性
化
の
推
進

武
藤（
隆
）委
員　
三
つ
峠
駅
活
性
化
事

業
に
管
理
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す

が
、
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

前
田
建
設
産
業
課
長　
建
物
は
富
士
山

麓
電
気
鉄
道（
株
）の
所
有
で
す
。
町
で

は
営
業
を
し
な
い
こ
と
を
条
件
に
無
料

で
お
借
り
し
ま
す
の
で
、
６
年
度
予
算

に
は
電
気
料
、
水
道
料
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
工
事
を
６
年
度
に
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
下
水
道
が
通
っ

た
時
に
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

渡
辺
委
員
長　
ト
イ
レ
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

前
田
建
設
産
業
課
長　
駅
舎
の
ト
イ
レ

は
新
し
く
造
っ
た
ば
か
り
で
す
の
で
、
こ

の
ト
イ
レ
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

小
林
委
員　
「
町
で
は
営
業
を
し
な
い

こ
と
を
条
件
に
無
料
で
お
借
り
す
る
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
が
、
物
販
を

し
な
い
、
喫
茶
店
を
し
な
い
と
う
い
こ

と
で
す
か
。

山
崎
町
長　
実
際
は
喫
茶
店
と
か
、
店

舗
の
営
業
も
視
野
に
入
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
と
き
に
は
、
富
士
山
麓
鉄
道
さ
ん

と
再
度
契
約
を
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
現
状
と
し

て
は
「
三
ツ
峠
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
の

代
わ
り
に
、
例
え
ば
展
示
室
と
か
、
人

が
集
ま
れ
る
場
所
と
い
う
想
定
で
い
ま

す
の
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
部
分
で
使

う
範
囲
で
あ
れ
ば
、
使
用
料
は
取
ら
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

藤
江
委
員　
駅
舎
の
オ
ー
プ
ン
は
い
つ

を
予
定
し
て
い
ま
す
か
。

山
崎
町
長　
５
月
上
旬
に
は
完
成
す
る

予
定
で
す
の
で
、
５
月
11
日
に
は
皆
さ

ん
に
お
披
露
目
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

き
ず
な
未
来
館
の
休
日
稼
働

小
林
委
員　
き
ず
な
未
来
館
の
休
日
の

利
用
実
績
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

川
村
教
育
次
長　
10
月
か
ら
２
月
末
ま

で
の
日
曜
日
の
利
用
実
績
は
４
日
で
す
。

小
林
委
員　
利
用
実
績
か
ら
す
る
と
経

費
倒
れ
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
実
態

を
反
映
し
た
運
営
に
戻
す
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

今
泉
教
育
長　
利
用
状
況
を
見
ま
し
て
、

日
曜
日
に
つ
い
て
は
閉
館
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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（
主
な
委
員
質
疑
）

小
林
委
員　
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税

対
象
者
数
を
教
え
て
下
さ
い
。

小
山
税
務
住
民
課
長　
７
８
９
名
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

菅
谷
委
員　
国
保
税
は
ど
の
程
度
上
が

り
ま
す
か
。

小
山
税
務
住
民
課
長　
条
例
改
正
時
に

説
明
し
ま
し
た
と
お
り
改
正
前
に
比
べ

５
％
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

小
林
委
員　
高
額
療
養
費
の
積
算
は
、

前
年
度
の
一
人
当
た
り
の
実
績
額
に
被

保
険
者
見
込
み
８
０
０
人
を
乗
じ
て
計

算
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
負
担
し
た

人
数
の
推
移
か
ら
推
測
す
る
べ
き
で
は

な
い
で
す
か
。

山
崎
町
長　
積
算
内
容
に
つ
い
て
は
従

来
の
計
算
方
法
で
表
記
し
ま
し
た
が
、

表
記
の
内
容
が
間
違
っ
て
い
ま
す
の

で
、
私
の
ほ
う
か
ら
指
導
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

藤
江
委
員　
医
療
費
が
増
加
傾
向
に
あ

る
と
の
説
明
で
す
が
、
被
保
険
者
は

７
８
９
名
で
前
年
度
よ
り
も
７
名
減
少

し
て
い
ま
す
が
。

小
山
税
務
住
民
課
長　
医
療
費
が
増
加

傾
向
に
あ
る
理
由
は
、
一
人
当
た
り
の

医
療
費
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
も
、
一
人

当
た
り
の
費
用
を
増
加
す
る
と
見
込
ん

で
お
り
ま
す
。

山
崎
町
長　
患
者
数
の
増
減
と
い
う
よ

り
は
、
新
薬
や
新
し
い
治
療
方
法
に
伴

う
増
額
。
ま
た
令
和
６
年
度
薬
価
改
定

も
あ
り
ま
す
の
で
増
額
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

ビ
ス
給
付
費
の
上
限
が
20
万
円
で
す

が
、
充
実
し
て
も
ら
い
た
い
。

小
川
福
祉
保
健
課
長　
見
え
る
化
シ
ス

テ
ム
を
基
に
介
護
保
険
計
画
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
申
請
さ
れ
た
方
に
は
不
利

益
が
な
い
よ
う
に
事
務
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

武
藤（
隆
）委
員　
地
域
密
着
型
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
が
５
０
０
万
円
ほ
ど

前
年
度
よ
り
減
額
に
な
っ
て
い
ま
す
が

そ
の
理
由
は
。

小
川
福
祉
保
健
課
長　

倉
見
地
区
に

あ
っ
た
介
護
事
業
所
が
終
了
ま
し
た
の

で
、
そ
の
介
護
施
設
の
利
用
者
が
い
な

く
な
っ
た
こ
と
が
要
因
で
す
。

損
益
勘
定
留
保
資
金
は
、
実
際
に
支
出

の
な
い
金
額
で
主
に
減
価
償
却
費
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

小
林
委
員　
資
本
的
収
入
及
び
支
出
の

部
分
を
見
る
と
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
資
本
的
支
出
の
赤
字
に
つ
い

て
は
、
国
や
県
で
補
填
し
て
く
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
町
の
独
立
採
算
で
運
営

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
水
道
料
金
の
値
上

げ
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
が
。

前
田
建
設
産
業
課
長　
国
か
ら
補
填
は

あ
り
ま
せ
ん
。
予
算
の
段
階
で
は
赤
字

の
計
上
を
し
て
い
ま
す
が
、
減
価
償
却

費
等
を
充
て
、
決
算
の
差
額
を
ゼ
ロ
に

し
て
い
き
ま
す
。

小
林
委
員　
公
営
企
業
会
計
の
専
門
家

に
管
理
を
任
せ
る
考
え
は
。

前
田
建
設
産
業
課
長　
公
営
企
業
債
が

借
り
ら
れ
る
な
か
で
、
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
業
務
委
託
費
を
計
上
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

武
藤（
隆
）委
員
長　
６
年
度
は
減
価
償
却

費
を
ど
れ
く
ら
い
見
込
ん
で
い
ま
す
か
。

前
田
建
設
産
業
課
長　
簡
水
に
関
し
ま

し
て
は
４
２
１
４
万
５
千
円
を
見
込
ん

で
お
り
ま
す
。

武
藤（
隆
）委
員
長　
減
価
償
却
は
定
率

で
計
算
で
す
か
、
定
額
で
す
か
。

前
田
建
設
産
業
課
長　
年
割
で
定
額
償

却
で
す
。

令
和
６
年
度
西
桂
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

（
主
な
委
員
質
疑
）

小
林
委
員　
予
算
説
明
資
料
の
増
減
理

由
の
と
こ
ろ
に
滞
納
繰
越
予
定
者
の
増

と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
理
由
で
発

生
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
介
護
保
険
料

は
基
本
的
に
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
は

な
い
の
で
す
か
。

小
川
福
祉
保
健
課
長　
介
護
保
険
料
は
、

年
金
か
ら
天
引
き
で
納
め
る
特
別
徴
収

と
、
納
付
書
で
納
め
る
普
通
徴
収
が
あ

り
ま
す
。
普
通
徴
収
は
初
め
て
65
歳
に

な
っ
た
方
、
年
金
の
額
が
少
な
く
天
引

き
が
で
き
な
い
方
な
ど
が
対
象
で
す
。

普
通
徴
収
の
方
で
納
付
期
限
ま
で
に
納

め
ら
れ
な
い
場
合
を
見
込
み
ま
し
た
。

瀧
口
委
員　
住
宅
改
修
費
に
係
る
サ
ー

令
和
６
年
度
西
桂
町
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

令
和
６
年
度
西
桂
町
簡
易

水
道
事
業
会
計
予
算

（
主
な
委
員
質
疑
）

小
林
委
員　
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整

額
、
引
継
金
及
び
当
年
度
損
益
勘
定
留

保
資
金
の
説
明
を
し
て
下
さ
い
。

前
田
建
設
産
業
課
長　
消
費
税
資
本
的

収
支
調
整
額
は
、
令
和
５
年
度
の
消
費

税
の
還
付
の
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

引
継
ぎ
金
は
、
令
和
５
年
度
特
別
会
計

の
差
金
が
こ
こ
に
入
っ
て
き
ま
す
。
両

会
計
と
も
、
ま
だ
確
定
し
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、概
算
払
い
に
し
て
あ
り
ま
す
。
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（
主
な
委
員
質
疑
）

酒
井
委
員　
三
つ
峠
駅
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
事
業
寄
附
金
は
別
の
企
業
か
ら
寄
附

を
い
た
だ
い
た
の
で
す
か
。

佐
藤
総
務
課
長　

三
つ
峠
駅
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
賛
同
さ
れ
る
方
が
個
人

で
寄
附
さ
れ
た
も
の
で
す
。

瀧
口
委
員　
わ
が
家
の
耐
震
化
支
援
事

業
費
補
助
金
で
す
が
３
１
５
万
円
の
予

算
を
２
９
５
万
円
減
ら
し
て
い
ま
す
。

前
田
建
設
産
業
課
長　
予
算
で
見
込
み

ま
し
た
が
、
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

小
林
委
員　

新
庁
舎
建
設
事
業
、
備

品
購
入
費
の
増
と
い
う
こ
と
で
２
︐

６
０
０
万
円
と
先
ほ
ど
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
設
計
を
依
頼
す
る
時
点
で
は
、

新
庁
舎
の
議
場
の
ひ
な
壇
等
は
導
入
し

な
い
前
提
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
は
ず

で
す
。
こ
こ
へ
来
て
、
議
会
の
権
威
が

ど
う
の
こ
う
の
と
い
う
話
で
、
ま
た
こ

の
ひ
な
壇
、
費
用
の
か
か
る
机
、
イ
ス

等
を
導
入
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
、
た
だ
で
さ
え
こ
の
新
庁
舎
に
関
し

て
町
民
か
ら
費
用
が
掛
か
り
過
ぎ
だ
と

い
う
非
難
を
受
け
て
い
る
う
え
に
、
追

加
で
議
会
の
た
め
に
２
︐
６
０
０
万
円

令
和
５
年
度
西
桂
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

さ
ら
に
か
か
り
ま
す
と
い
う
よ
う
な
こ

と
は
、
や
め
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
の
が
、
私
の
意
見
で
す
。

　

こ
の
２
︐６
０
０
万
円
と
い
う
の
は
、

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
す
る
べ
き
も

の
で
は
な
く
、
翌
年
度
以
降
の
補
正
予

算
で
、
改
選
さ
れ
た
後
の
議
員
が
、
新

庁
舎
で
も
必
要
だ
と
言
う
こ
と
に
な
る

の
な
ら
、
こ
れ
は
そ
の
先
の
話
で
決
断

す
れ
ば
良
い
話
な
の
で
は
。

佐
藤
総
務
課
長　
１
月
30
日
の
臨
時
会

の
日
に
説
明
致
し
ま
し
た
ら
、
お
お
む

ね
そ
の
説
明
内
容
で
補
正
対
応
を
お
願

い
し
た
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
今
回
補
正
予
算
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

山
崎
町
長　
こ
れ
は
、
議
会
側
の
判
断

に
任
せ
る
と
い
う
こ
と
で
、
議
会
側
の

結
論
を
受
け
て
、
計
上
し
て
い
る
わ
け

で
す
の
で
、
議
会
の
総
意
の
も
と
に
要

望
を
受
け
て
計
上
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

必
要
な
も
の
か
ど
う
か
の
判
断
を
議

会
側
の
ほ
う
で
し
て
い
た
だ
く
も
の
と

行
政
サ
イ
ド
で
は
受
け
止
め
て
お
り
ま

す
。

武
藤（
隆
）委
員　
実
質
的
に
１
︐３
０
０ 

万
円
減
っ
て
い
る
っ
て
こ
と
は
、
３
︐

９
０
０
万
円
ぐ
ら
い
が
６
年
度
へ
行
っ

て
い
る
っ
て
意
味
で
す
か
。

佐
藤
総
務
課
長　
新
庁
舎
の
建
設
経
費

と
い
う
こ
と
で
、
本
体
の
工
事
、
全
体

の
工
事
の
中
で
請
負
費
が
予
算
比
３
︐

８
８
３
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。
こ

ち
ら
の
も
ち
ろ
ん
５
年
度
中
の
精
算
見

込
み
の
金
額
、
純
粋
に
工
事
費
で
３
︐

８
８
３
万
円
の
不
用
額
が
で
ま
す
。
し

か
し
、
備
品
購
入
費
が
２
︐
６
０
０
万

円
追
加
計
上
さ
れ
ま
す
の
で
、
２
︐

３
１
５
万
９
千
円
の
予
算
比
減
額
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
予
算

上
実
質
減
と
な
り
ま
す
。

小
林
委
員　
今
の
純
粋
に
減
少
し
た
と

い
う
話
は
、
こ
れ
ま
で
前
田
課
長
か
ら

聞
い
て
い
た
お
話
と
逆
方
向
の
話
な
の

で
、
に
わ
か
に
は
信
じ
が
た
い
の
で
詳

細
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

前
田
建
設
産
業
課
長　
予
算
の
積
算
は

総
務
課
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
詳
細
金

額
は
私
の
ほ
う
で
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
物
価
上
昇
に
伴
う
原
材
料
費
の
高

騰
を
考
慮
し
た
中
で
、
予
算
を
積
算
し

た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　

　

工
事
の
契
約
金
額
も
原
材
料
等
の
高

騰
に
よ
り
増
額
に
な
り
ま
し
た
が
、
工

事
内
容
の
変
更
等
に
よ
り
経
費
が
抑
え

ら
れ
ま
し
た
の
で
予
算
額
と
契
約
金
額

の
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

藤
江
委
員　

児
童
健
全
育
成
費
が

３
６
１
万
５
千
円
マ
イ
ナ
ス
で
す
。
会

計
年
度
任
用
職
員
の
減
員
で
す
か
。

権
守
子
育
て
支
援
課
長　
当
初
見
込
ん

で
い
た
支
援
員
１
名
の
減
で
す
。

募
集
は
し
て
い
ま
す
が
応
募
が
無
い
の

で
、
現
状
の
支
援
員
さ
ん
や
職
員
で
対

応
し
て
お
り
ま
す
。

武
藤（
隆
）委
員　
町
営
住
宅
管
理
事
業

の
中
で
、
維
持
補
修
経
費
が
４
０
０
万

円
ほ
ど
減
っ
て
い
ま
す
。
改
修
戸
数
の

減
な
の
か
ど
う
か
。

前
田
建
設
産
業
課
長　
国
に
補
助
金
申

請
し
た
改
修
戸
数
に
対
し
、
内
示
で
減

ら
さ
れ
た
金
額
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。
施
工
す
る
部
屋
数
と
し
て
は
１
部

屋
減
で
す
。

小
林
委
員　
住
宅
耐
震
改
修
補
助
経
費

に
つ
い
て
、
誰
も
耐
震
改
修
で
利
用
し

な
か
っ
た
と
い
う
事
で
す
か
。
対
象
と

な
る
住
宅
の
設
立
年
度
は
。

前
田
建
設
産
業
課
長　
ど
な
た
も
利
用

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
能
登
地
震
後
、

県
も
改
修
補
助
額
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
と

言
う
事
で
す
。
昭
和
56
年
以
前
の
木
造

住
宅
が
対
象
で
す
。

瀧
口
委
員　
今
ま
で
の
金
額
で
は
、
工

事
が
で
き
な
い
。
実
際
に
災
害
が
起
き

て
、
お
か
し
な
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
町

へ
戻
っ
て
く
る
人
が
い
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。
一
人
で
も
多
く
助
け
て
あ
げ
ら

れ
る
よ
う
に
進
め
て
ほ
し
い
で
す
。
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令和６年度　西桂町各会計当初予算額一覧

令和５年度　西桂町各会計補正予算額一覧

会　　計　　名 令和６年度予算額 令和５年度予算額 前年度との比較
一般会計 ２６億１５４１万円 ３６億４６９６万円 △１０億３１５５万円
特別会計 ９億１２０２万円 １２億４３７０万円 △３億３１６８万円

国民健康保険特別会計 ３億９８７１万円 ３億９４７７万円 ３９４万円
後期高齢者医療特別会計 １億　３８５万円 ９７７４万円 ６１１万円
介護保険特別会計 ４億　８０８万円 ４億４５７０万円 △３７６２万円
介護予想支援事業特別会計 １３８万円 １２３万円 １５万円
簡易水道特別会計 ９７６４万円 　　　　－
下水道特別会計 ２億　６６２万円 　　　　－

４億７００４万円 　　　　－
簡易水道特別会計 １億６７２１万円 　　　　－
下水道特別会計 ３億　２８３万円 　　　　－

合　　　　計 ３９億９７４７万円 ４８億９０６６万円 △８億９３１９万円

公営企業会計

会　　計　　名 審議結果 補　正　額 補正後の予算総額

一般会計補正予算（第６号） 可　決
（全員賛成） △１億１６９２万円 ３７億８４５３万円

新型コロナウイルス感染症対策費 （国補助金事業：ワクチン接種体制確保事業費補助金等）　△ 1477 万円
新庁舎建設事業費　△ 1316 万円、地域おこし協力隊運営経費　△ 978 万円、各特別会計への繰出
金　△ 2628 万円

国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可　決
（全員賛成） ９４２万円 ４億　４５６万円

一般被保険者にかかる療養給付費　900 万円
後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）
可　決

（全員賛成） △７８９万円 ９７６３万円

保険料及び医療費にかかる山梨県後期高齢者医療広域連合への負担金　△ 755 万円

介護保険特別会計補正予算（第２号） 可　決
（全員賛成） △７３８万円 ４億５７９８万円

介護サービス費　△ 1365 万円、介護予防サービス費　△ 96 万円、介護保険システム改修費
△ 170 万円、給付準備基金積立金　937 万円
介護予防支援事業特別会計補正予算

（第１号）
可　決

（全員賛成） ９万円 １３２万円

介護予防サービス計画作成経費　９万円

簡易水道特別会計補正予算（第２号） 可　決
（全員賛成） △１５００万円 ８４６１万円

公営企業会計移行に伴うシステム導入委託費　△ 100 万円、水道管布設替工事費　△ 500 万円

簡易水道特別会計補正予算（第２号） 可　決
（全員賛成） △３９４万円 ２億　２９６万円

下水道管布設工事費　△ 394 万円
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条　　例　　名 審議結果 主　な　内　容

西桂町役場の位置を定める条例の一部改
正について

可決
（全員賛成）

町役場庁舎の移転に伴い、役場庁舎の所在
番地を「西桂町小沼 1501 番地の 1」から「西
桂町小沼 1500 番地 1」に改めるため

西桂町公告式条例の一部改正について 可決
（全員賛成）

町役場庁舎の移転に伴い、掲示場の所在地
を「西桂町小沼 1501 番地の 1」から「西
桂町小沼 1500 番地 1」に改めるため

西桂町特別職の職員で非常勤のものの報
酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
について

可決
（全員賛成）

西桂町学校運営協議会の運用にあたり、委
員の報酬について規定するため

西桂町フルタイム会計年度任用職員の給
与に関する条例の一部改正について

可決
（全員賛成）

地方自治法の一部改正に伴い、会計年度任
用職員に対して勤勉手当を支給することを
可能とさせるため

西桂町パートタイム会計年度任用職員の
報酬、期末手当及び費用弁償に関する条
例の一部改正について

可決
（全員賛成）

地方自治法の一部改正に伴い、会計年度任
用職員に対して勤勉手当を支給することを
可能とさせるため

西桂町職員の育児休業等に関する条例の
一部改正について

可決
（全員賛成）

地方自治法の一部改正に伴い、育児休業を
している会計年度任用職員に対して勤勉手
当を支給することを可能とさせるため

西桂町国民健康保険税条例の一部改正に
ついて

可決
（全員賛成）

国民健康保険法施行令の一部改正及び国民
健康保険特別会計の健全財政保持を目的に
国民健康保険税の税率改正を行うため

西桂町三ツ峠グリーンセンター交流促進
施設の設置及び管理に関する条例の一部
改正について

可決
（全員賛成）

三ツ峠グリーンセンターの運営費等の見直
し及び物価高騰による利用料金の改訂を行
うため

西桂町消防団の定員、任免、給与、服務
等に関する条例の一部改正について

可決
（全員賛成）

西桂町消防団員の出動報酬を改定し、処遇
改善を図るため

西桂町介護保険条例の一部改正について 可決
（全員賛成）

令和６年度から令和８年度に係る介護保険
料の改定を行うため

西桂町指定居宅介護支援等の事業の人員
及び運営に関する基準等を定める条例の
一部改正について

可決
（全員賛成）

国の省令等の改正に伴い、指定居宅サービ
ス等の事業の人員、設備及び運営に関する
基準等の一部を改正するため

西桂町指定介護予防支援等の事業の人員
及び運営並びに指定介護予防支援等に係
る介護予防のための効果的な支援の方法
に関する基準等を定める条例の一部改正
について

可決
（全員賛成）

国の省令等の改正に伴い、指定居宅サービ
ス等の事業の人員、設備及び運営に関する
基準等の一部を改正するため

西桂町指定地域密着型サービスの事業の
人員、設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部改正について

可決
（全員賛成）

国の省令等の改正に伴い、指定居宅サービ
ス等の事業の人員、設備及び運営に関する
基準等の一部を改正するため

条 例 改 正

令和 6 年３月定例会議決結果一覧
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３月定例会
人事案件

相川　洋  氏（倉見） 

固定資産評価審査委員会
委員の選任に同意

西桂町指定地域密着型介護予防サービス
の事業の人員、設備及び運営並びに指定
地域密着型介護予防サービスに係る介護
予防のための効果的な支援の方法に関す
る基準を定める条例の一部改正について

可決
（全員賛成）

国の省令等の改正に伴い、指定居宅サービ
ス等の事業の人員、設備及び運営に関する
基準等の一部を改正するため

西桂町いきいき健康福祉センター設置及
び管理運営に関する条例の一部改正につ
いて

可決
（全員賛成）

いきいき健康福祉センターの指定管理者を
西桂町社会福祉協議会に指定するにあた
り、公募によらず指定できるように条文を
追加するため

西桂町道路占用料条例の一部改正について 可決
（全員賛成）

道路法等の一部を改正する法律の施行にか
かる関係政令の整備に関する政令の施行に
伴い、道路の占用料の額を改定するため

西桂町公共物管理条例の一部改正について 可決
（全員賛成）

西桂町道路占用料条例を一部改正したこと
に伴い、道路占用料の額に合わせて改定す
るため

西桂町都市公園条例の一部改正について 可決
（全員賛成）

西桂町道路占用料条例を一部改正したこと
に伴い、道路占用料の額に合わせて改定す
るため

西桂町いきいき健康福祉センターに係る
指定管理者の指定について

可決
（全員賛成）

いきいき健康福祉センターの指定管理者を
令和６年４月１日より指定期間を５年間、
西桂町社会福祉協議会に指定するため

工事請負変更契約の締結について、
（西桂町役場新庁舎建築主体・昇降機・
外構工事）
（西桂町役場新庁舎電気設備工事）
（西桂町役場新庁舎機械設備工事）

可決
（全員賛成）

完成期日を令和６年３月 29日から延長し、
令和６年４月 26日までとするため

山梨県市町村総合事務組合規約の変更に
ついて

可決
（全員賛成）

山梨県総合事務組合規約の変更について、
関係地方公共団体の議会の議決が必要なた
め（規約変更内容：令和６年４月１日から
山梨県総合事務組合において、競争入札に
参加する者に必要な資格の審査に関する事
務について、東山梨行政事務組合、峡南広
域行政組合及び富士五湖広域行政事務組合
を追加し共同処理するため）

富士吉田市外二町四村一組合ことばの教
室設置協議会規約の変更について

可決
（全員賛成）

「富士吉田市外二町四村一組合ことばの教
室設置協議会」の名称を「富士吉田市外二
町四村一組合通級指導教室設置協議会」に
変更するため
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（
主
な
委
員
質
疑
）

渡
辺
委
員
長　
こ
の
備
品
購
入
費
５
︐

４
４
５
万
円
は
、
今
現
庁
舎
に
あ
る
使

え
る
も
の
は
使
う
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、
現
庁
舎
に
あ
る
も
の
を
ど
の
程
度

新
庁
舎
へ
運
び
込
ん
で
使
う
の
か
説
明

願
い
ま
す
。

前
田
総
務
課
長
補
佐　

庁
舎
の
備
品

は
、
基
本
的
に
新
し
い
も
の
を
購
入
し

ま
す
。
旧
庁
舎
か
ら
持
っ
て
行
く
も
の

は
、
給
湯
室
と
宿
直
室
で
使
用
し
て
い

る
備
品
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

藤
江
委
員　
現
在
使
っ
て
い
る
事
務
机

や
イ
ス
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
な
ど
は
再
利

用
せ
ず
、
全
て
新
し
い
も
の
を
購
入
す

る
予
定
で
し
ょ
う
か
。

前
田
総
務
課
長
補
佐　
新
庁
舎
に
は
現

在
の
庁
舎
で
執
務
し
て
い
る
職
員
の

外
、
福
祉
保
健
課
の
職
員
や
子
育
て
支

援
課
の
職
員
が
入
り
ま
す
の
で
、
今
使

用
し
て
い
る
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
置
き
ま

す
と
、
執
務
室
内
の
通
路
及
び
配
置
で

き
る
数
か
ら
、
執
務
室
内
の
収
納
を
確

保
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
車
い
す
が
通

る
ス
ペ
ー
ス
も
取
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
同

様
に
執
務
室
内
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す

る
た
め
、
個
々
の
職
員
の
机
の
サ
イ
ズ

も
少
し
小
さ
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
新
し
い
も
の
を
購
入
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

文
書
等
保
管
棚
な
ど
は
、
倉
庫
等
で

使
用
で
き
ま
す
の
で
、
活
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

藤
江
委
員　
新
庁
舎
で
使
用
し
な
い
備

品
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

前
田
総
務
課
長
補
佐　
使
用
で
き
る
も

の
は
役
場
庁
舎
以
外
の
施
設
で
使
用
を

考
え
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
他
の
備
品

つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
主
な
委
員
質
疑
）

酒
井
委
員　
住
民
税
非
課
税
世
帯
支
援

給
付
金
事
業
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

小
川
福
祉
保
健
課
長　
給
付
金
に
つ
い

て
は
ま
だ
支
給
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
現

在
の
進
捗
状
況
は
、
申
請
不
要
の
対
象

世
帯
２
７
６
件
に
昨
日
通
知
し
２
月
末

ま
で
に
給
付
を
完
了
す
る
予
定
で
手
続

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
転
入
等
の
理
由
で
申
請
が
必
要

な
世
帯
が
数
件
あ
り
ま
す
が
、
申
請
次

第
速
や
か
に
支
給
し
、
年
度
内
に
終
了

す
る
予
定
で
手
続
を
進
め
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
西
桂
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）〔
専
決
処
分
〕

　令和６年西桂町議会１月臨時会は、１
月30日の１日間の会期で開かれました。
町長より承認１件、条例 4 件、物品供
給契約の締結１件、補正予算１件が提
案され、原案のとおり可決されました。
　主な内容は次のとおりです。

令和６年１月臨時議会

１月30日（１日間）会  期

契　　約　　名 審議結果 主　な　内　容

物品供給契約の締結について
（西桂町役場新庁舎備品購入）

可　決
（全員賛成）

品　　名　役場新庁舎庁内備品一式
　　　　　　（机、椅子、キャビネット、
　　　　　　　　文書等保管棚、金庫等）
契約金額　５４４５万円（消費税込）
契 約 先　富士観光開発（株）河口湖営業所

契 約 締 結

会　　計　　名 審議結果 補　正　額 補正後の予算総額

西桂町一般会計補正予算（第４号）
〔専決処分〕

可　決
（全員賛成） ２２７４万円 ３８億６５６３万円

地方創生臨時交付金事業（国補助事業：物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金）2274 万円
　概要：住民税非課税世帯支援給付金事業追加経費（住民税非課税世帯へ７万円給付）

西桂町一般会計補正予算（第５号） 可　決
（全員賛成 ３５８２万円 ３９億１４５万円

地方創生臨時交付金事業（国補助事業：物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金）3582 万円
　概要：西桂町民生活応援券経費（全町民へ４千円分の商品券を配布）、
　　　　住民税均等割のみ課税世帯支援給付金経費（住民税均等割のみの課税世帯へ 10 万円給付）
　　　　低所得の子育て世帯支援給付金経費（非課税世帯等の児童へ５万円給付）

　令和６年西桂町議会３月臨時会は、３月
28 日の１日間の会期で開かれました。
　町長より物品供給契約の締結１件が提案
され、原案のとおり可決されました。
　議案内容は、17 ページの令和６年３月臨
時会議決結果をご覧ください。

令和６年３月臨時議会

３月28日（１日間）会  期

物
品
供
給
契
約
の
締
結

（
役
場
新
庁
舎
備
品
購
入
）

令和 6 年 1 月臨時会議決結果



－ 17－

条　　例　　名 審議結果 主　な　内　容

西桂町簡易水道事業の設置等に関する条
例の制定について

可　決
（全員賛成）

地方公営企業法に基づき、西桂町簡易水道
事業を条例により位置づけるとともに、公
営企業会計を運用する事項を規定するため

西桂町下水道事業の設置等に関する条例
の制定について

可　決
（全員賛成）

地方公営企業法に基づき、西桂町下水道事
業を条例により位置づけるとともに、公営
企業会計を運用する事項を規定するため

西桂町簡易水道事業の設置等に関する条
例及び西桂町下水道事業の設置等に関す
る条例の施行に伴う関係条例の整備に関
する条例の制定について

可　決
（全員賛成）

特別会計から公営企業会計への移行に伴
い、「西桂町監査委員条例」、「西桂町特別
会計設置条例」、「西桂町下水道基金条例」、
「水道量水器更新基金条例」、「西桂町給水
条例」を一部改正するとともに、「西桂町
下水道施設設置条例」を廃止するため

西桂町手数料条例の一部改正について 可　決
（全員賛成）

戸籍法の一部改正に伴い、地方公共団体の
手数料の標準に関する政令等に準じて、新
たな手数料等を定めるため

契　　約　　名 審議結果 主　な　内　容

物品供給契約の締結について
（西桂町役場新庁舎備品購入）

可　決
（全員賛成）

品　　名　役場新庁舎議場備品一式
契約金額　２４９７万円（消費税込）
契 約 先　富士観光開発（株）河口湖営業所

条 例 改 正  

補 正 予 算

契 約 締 結

※予定価格 700 万円以上の動産の買入れに伴い、地方自治法及び町の条例の規定に基づき議会の 
　議決を求める必要があるため。

会　　計　　名 審議結果 補　正　額 補正後の予算総額

西桂町一般会計補正予算（第４号）
〔専決処分〕

可　決
（全員賛成） ２２７４万円 ３８億６５６３万円

地方創生臨時交付金事業（国補助事業：物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金）2274 万円
　概要：住民税非課税世帯支援給付金事業追加経費（住民税非課税世帯へ７万円給付）

西桂町一般会計補正予算（第５号） 可　決
（全員賛成 ３５８２万円 ３９億１４５万円

地方創生臨時交付金事業（国補助事業：物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金）3582 万円
　概要：西桂町民生活応援券経費（全町民へ４千円分の商品券を配布）、
　　　　住民税均等割のみ課税世帯支援給付金経費（住民税均等割のみの課税世帯へ 10 万円給付）
　　　　低所得の子育て世帯支援給付金経費（非課税世帯等の児童へ５万円給付）

令和 6 年 1 月臨時会議決結果

令和６年３月臨時会議決結果
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渡辺正芳  渡辺正芳  議員議員

一 般 質 問

　

三
つ
峠
駅
舎
は
、「
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
三
ツ
峠
」
の
観
光
案

内
所
兼
憩
い
の
場
を
再
現
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
愛
称
の
ご
提
案
に
つ

い
て
は
、
富
士
山
麓
電
気
鉄
道

㈱
の
施
設
で
あ
り
ま
す
の
で
、

三
つ
峠
駅
舎
以
外
の
名
称
等
を

つ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か

協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
規
模
な
建
設
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
将
来
負
担
や

各
種
財
政
指
標
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
は
否
定
で
き
ま

せ
ん
。

　

一
時
的
に
実
質
公
債
費
比
率

は
上
昇
す
る
も
の
の
、
許
容
範

囲
内
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

ま
す
。

　

議
員
ご
指
摘
の
通
り
役
場
新

庁
舎
建
設
の
大
型
公
共
事
業
の

終
了
時
点
で
の
推
計
数
値
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
役
場
新
庁
舎
に
お
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
は
、
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
各
種
会
合
、

町
の
情
報
提
供
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
利
用
、
災
害
時
の
一
時
滞
在

場
所
、
土
日
解
放
な
ど
ご
自
由

に
お
使
い
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
各
種
施
策
を
推
進
す

る
に
あ
た
り
、
事
業
内
容
や
事

業
目
的
、
財
源
確
保
、
管
理
運

営
等
を
見
据
え
て
実
施
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
の
施
策
の
推
進

に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
中

で
、
財
政
の
健
全
化
を
最
優
先

し
、
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
つ
峠
駅
舎
は
観
光
案
内
所
兼
憩
い
の
場
、

新
庁
舎
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
事
業
等
で
利
用

実
質
公
債
費
比
率
は
一
時
的
に

上
昇
す
る
が
許
容
範
囲
内

町長町長
答弁答弁

町長町長
答弁答弁

　

三
つ
峠
駅
舎
を
利
用
し
、
町

民
や
町
外
か
ら
訪
れ
る
方
々
の

交
流
の
場
と
し
て
、
５
月
の
供

用
開
始
に
向
け
て
内
装
の
改
修

工
事
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
駅
舎

の
改
修
内
容
や
運
営
方
法
が
な

か
な
か
見
え
て
き
て
お
り
ま
せ

ん
。
設
備
や
事
業
の
運
営
方
法

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
生
ま
れ
変
わ
る
町
の

玄
関
口
と
し
て
、
愛
称
の
募
集

を
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

役
場
新
庁
舎
建
設
に
よ
り
建

設
費
が
か
さ
み
、
町
民
の
皆
様

は
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
気

に
し
て
い
ま
す
。
自
主
財
源
が

少
な
い
の
で
、
補
助
金
や
寄
付

金
を
上
手
に
活
用
し
て
い
る
の

は
充
分
に
理
解
し
て
お
り
ま

す
。
富
士
山
噴
火
な
ど
の
自
然

災
害
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
鑑
み

三
つ
峠
駅
舎
及
び
新
庁
舎
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
方
法
は

庁
舎
建
設
に
伴
う
財
政
状
況
は

問

問

　

役
場
新
庁
舎
に
お
き
ま
し
て

も
町
民
か
ら
の
要
望
だ
と
は
い

え
、
賑
わ
い
が
生
ま
れ
な
け
れ

ば
無
駄
遣
い
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

定
期
的
に
議
員
や
区
長
さ
ん
が

駐
在
し
て
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

な
お
一
層
町
民
の
声
が
反
映
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
町
長
の
お
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

る
と
、
町
の
予
備
費
的
な
財
源

と
な
る
財
政
調
整
基
金
の
状
況

も
踏
ま
え
、
今
後
の
施
策
の
実

行
に
あ
た
り
、
町
民
の
声
に
耳

を
傾
け
財
源
健
全
化
を
充
分
に

考
慮
し
な
が
ら
、
対
応
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
町

長
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
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人
口
減
少
対
策
は
、
地
方
創

生
か
ら
始
ま
り
、
自
治
体
間
の

人
の
行
き
か
う
奪
い
合
い
に
勝

つ
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
生

き
残
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

子
育
て
支
援
と
住
み
よ
い
西
桂

町
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
第

一
弾
と
し
て
、
若
者
で
構
成
す

る
消
防
団
員
の
年
額
報
酬
を
他

の
市
町
村
よ
り
一
番
上
に
引
き

上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

瀧口幸男瀧口幸男    議員議員

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
に

つ
い
て

一 般 質 問

問

　

消
防
団
員
は
自
分
の
仕
事
に

就
き
な
が
ら
、
非
常
勤
特
別
職

の
公
務
員
と
し
て
、
消
防
活
動

に
欠
か
せ
な
い
時
に
は
家
族
が

あ
り
な
が
ら
省
み
ず
、
命
が
け

で
あ
ら
ゆ
る
現
場
に
突
撃
し
、

災
害
か
ら
地
域
の
安
全
を
守
る

た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
消
防
団
員

の
年
額
報
酬
の
引
き
上
げ
に
つ

い
て
答
弁
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

消
防
団
員
の
団
員
階
級
に

お
け
る
報
酬
額
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
度
に
０
円
か
ら 

３
︐
０
０
０
円
、
平
成
30
年
度
に

５
︐
０
０
０
円
、
令
和
２
年
度
に

１
５
︐
０
０
０
円
と
段
階
的
に

引
き
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

国
で
は
年
額
報
酬
の
基
準
額

を
年
額
３
６
︐
５
０
０
円
と
定

め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
金
額
は

普
通
交
付
税
に
算
定
さ
れ
ま
し

て
、
町
の
財
政
支
援
と
し
て
交

付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
は
、
報
酬
だ
け
で

な
く
、
団
員
の
定
数
や
分
団
、

消
防
組
織
の
在
り
方
に
関
わ

り
、
消
防
団
と
議
論
を
重
ね
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
報
酬

額
や
団
員
定
数
を
含
め
た
消
防

組
織
の
在
り
方
を
消
防
団
の
現

場
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
段
階

的
に
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
に

あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
は
段
階

的
に
改
善
を
図
っ
て
い
く

町長町長
答弁答弁

　

現
在
は
消
防
団
員
が
住
民
か

ら
直
接
寄
付
金
を
受
け
取
る
行

為
は
違
法
性
が
あ
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
他
県
の
裁

判
で
も
違
法
性
が
あ
る
と
判
決

が
出
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
山
梨
県
内
の
市

町
で
も
積
極
的
に
違
法
性
を
認

め
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
や

検
討
に
乗
り
出
し
て
い
る
市
町

村
も
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
か
ら
は
寄
付
し

消
防
団
の
寄
付
行
為
に
つ
い
て

問

た
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
用
さ

れ
て
い
る
か
知
り
た
い
と
い
う

意
見
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
寄
付
金

の
使
い
道
を
明
確
に
す
る
よ
う

帳
簿
の
作
成
を
促
し
た
り
、
住

民
か
ら
寄
付
金
を
直
接
受
け
取

る
行
為
や
寄
付
を
強
制
し
な
い

よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
自
治
体

も
あ
り
ま
す
が
、
当
町
で
は
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
か
答
弁
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

消
防
団
の
活
動
費
と
し
て
の

寄
付
行
為
に
つ
い
て
は
、
消
防

団
と
地
域
住
民
と
の
合
意
形
成

が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
地
域
住
民
は
、
日
頃
か
ら

地
域
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め

に
行
っ
て
い
る
消
防
団
活
動
を

十
分
に
理
解
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
団
員
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
事

情
を
考
慮
し
た
う
え
で
負
担
し

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
住
民
の

方
々
か
ら
の
不
満
が
あ
り
、
使

用
目
的
等
を
明
確
に
し
て
ほ
し

い
と
い
う
意
見
に
つ
い
て
は
、

実
態
を
確
認
す
る
と
と
も
に
消

防
団
に
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
し
か
る
べ
き
対
応
に
つ
い

て
は
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

実
態
を
確
認
し
改
善
を
図
る

町長町長
答弁答弁



問　会員数を教えてください。
鈴木さん　29 名（対象者 13 名、ボランティア 16
名）です。
問　活動日・活動時間は。
鈴木さん　月１回、最終日曜日、午前 10 時から 
午後 12 時 30 分まで活動をしています。
問　活動場所は。
鈴木さん　下暮地公民館です。

問　お知らせしたいことは。
鈴木さん　年齢、性別は問いませんので、大勢の皆
さんに参加していただきたいです。
問　行政に望むことは。
鈴木さん　各地区で「いきいき交流会」が行われて
いることを町民の皆さんに周知してほしいです。
　また男性がほとんどおりませんので、友人を誘っ
て参加していただけるよう対象者の方に周知をお願
いいたします。

コミュニケーション広場コミュニケーション広場
皆さんの貴重なご意見・ご感想などを今後の議会活動に反映させてまいりますので、

積極的なご参加をお願いいたします。

い
き
い
き
交
流
会

下
暮
地
鈴
の
音
会

い
き
い
き
交
流
会

下
暮
地
鈴
の
音
会

手
話
サ
ー
ク
ル

　美

　水

　会

代
表

　武
藤
玲
子

　
　
　

代
表

　武
藤
玲
子

　
　
　

その95

代表者：鈴木 孝子
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